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足関節テーピングがジャンプパフォーマンスに及ぼす影響 
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 The purpose of this study was to investigate the effects of closed basket weave ankle taping on the vertical ground 
reaction force and ankle movment during the contact phase before the take-off in vertical jump performance.  Twelve 
healthy young men performed a vertical jump performance on a force plate without (CON) or with ankle taping (closed 
basket weave technique: CBW) of the right ankle joint.  Vertical jump ability was assessed using two styles of vertical 
jump with no arm swing: a countermovement jump (CMJ) and squat jump (SJ).  From the vertical ground reaction 
force (GRF), maximum jump height (Ht), vertical impulse (VI), rate of force development (RFD), maximum GRF 
(GRFmax) during the contact phase before the take-off in jump performance were determined.  Also, movement 
analysis, range of motion (Δank) and angular velocity (Vank) of ankle joint were caliculated . Ht and RFD, Δank, 
Vank were significantly lower for CBW than CON in CMJ, but not in SJ.  Conversely, VI and GRFmax were not 
significantly different between the groups in either jump condition.  These results suggest that ankle taping impairs 
countermovement jump performance, due to a decreased ability to rapidly develop large force and plantar-flexion 
motion on the ground before the take-off. 
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1.	 緒	 	 	 言 

足関節障害を予防する手段の一つとしてテーピングが挙げられ、多くのスポーツ選手がそれを足関節障害の予

防・再発予防、もしくは障害部位の痛みの軽減を目的として使用している。事実、テーピングは、関節の過度な

可動域を制限して安定性を高め(2)、靭帯の損傷や腱組織の断裂を防ぐ方法、また一時的に痛みを軽減させる方法、

精神的に不安要素を取り除く方法としても有効であることが考えられてきた。足関節テーピングによる足関節角

度の制限は、背屈と底屈の動作範囲がそれぞれ 2 度、10 度狭くなることが報告されている(6)。しかしながら、こ

のような足関節テーピングによる底背屈動作の制限は下腿三頭筋の力発揮を低下させ、パフォーマンスの低下を

引き起こす可能性も考えられる。 
垂直跳びのパフォーマンスを評価する際の力の指標として、Rate of force development (RFD)や力積(VI)，地面反

力の最大値などが検討され、これらは短距離疾走能力と相関関係が認められる重要な指標としても知られている

(8)。足関節テーピングが外的要因から急激な負荷による過度な動作範囲を制限することは、垂直跳び時の RFD
のような瞬発的な力発揮を阻害するかもしれない。そこで本研究の目的は、足関節テーピングが垂直跳びの離地
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前の足関節底屈動作と力発揮に及ぼす影響を検討した。 
 

2.	  方	 	 	 法 

2・1	 被験者 
健常な男性12名(年齢, 20.2±1.3 歳, 身長, 1.76±0.05 m, 体重, 66.1±6.1 kg, 平均値 ± 標準偏差)が本研究に参加し、

1 年以内に下肢の障害の既往暦が無く、足関節テーピングの習慣も無い者であった。 
研究の開始に先立ち、被験者には実験の本実験の目的，内容，危険性の説明を行い、同意を書面により得た。

本研究は桐蔭横浜大学の倫理員会で承認され、ヘルシンキ宣言の規則に則って実施された。 
 

2・2	 足関節テーピング 
本研究の足関節テーピングは先行研究(5)の方法に基づいてクローズドバスケットウィーブ法が用いられ、その

方法はヒールロックとフィギュアエイトを組み合わせて実施された。 
 

2・3	 垂直跳びのパフォーマンスの測定 

垂直跳びは、下肢の反動を用いた垂直跳び(CMJ)と用いない垂直跳び(SJ)の 2 種類によって評価された。実施す

る前に、被験者には反射マーカを膝関節中心および外果，第五中足骨に貼付し、垂直跳びの動作を右矢状面から

高速度ビデオカメラ(Nac 社製, Japan)で撮影した。ビデオカメラの設定は、撮影スピード毎秒 125 コマ，露出時間

1/250 秒とした。 
 

2・4	 データ分析 
垂直跳び時の GRF の分析方法は先行研究(3)に基づいて実施された。GRF から滞空時間(Tair )が算出され、身

体重心の離地時の初速度(Vv )，跳躍高(Ht )，力積(VI )，RFD はそれぞれ方程式(1)，(2)，(3)，(4)によって算出

した。 

 Vv = 1
2
⋅Tair ⋅ g          (1) 

 Ht =Vv2 ⋅ (2g)−1          (2) 

 VI =m ⋅a ⋅ Δt1          (3)

 RFD = (GRFmax−GRFmini) /Δt2       (4) 

各方程式に使用した g，m，a，Δt1，Δt2はそれぞれ重力加速度(9.81m/s2)および質量，加速度，時間変化を表す。 

Δt1，Δt2はそれぞれ GRF の最小値(GRFmini)から離地時まで、最大値(GRFmax)までの時間変化であった。	 

膝関節中心および外果，第五中足骨の反射マーカの 2 次元座標置を、動画分析ソフト(Frame-DIASⅣ, DKH 社製)
を用いてデジタイズすることによって求め、それらの座標値から余弦定理によって足関節の角度および角速度を

算出した。その後、動作開始から離地までにおける足関節の角度変化量( ankΔ )と最大角速度(Vank )を算出した。 
これらの測定項目の平均値は、垂直跳びの跳躍高が最大であった試技と最低であった試技の 2 試技を除いた 3

試技で算出された。その後、その平均値を CBW と CON の条件間で比較することによって、テーピングの効果を

検証した。 
 

2・5	 統計 



 

全ての測定数値は平均値±標準偏差で表した。それら測定項目の CBW と CON との統計的な比較には、対応あ

りの t-test を用いて、有意性の判定にはいずれも 5%未満を採用した。 
 

3.	  結	 	 	 果 

測定項目の平均値と標準偏差は、表 1 に示された。CMJ では、Ht と RFD， ankΔ ，Vankは CBW の方が CON
と比較して、それぞれ 4.0±3.7%，13.0±10.0%，19.0±13.5%，16.7±37.6%有意に低値を示した。一方、SJ では、Ht
と RFD，Vankは条件間に有意な差は認められなかった。 
	 

Table	 1.	 Variables	 associated	 with	 vertical	 jump	 performance.	 

	 

Values	 are	 means	 ±	 SD.	 	 CMJ	 =	 counter	 movement	 jump,	 SJ	 =	 squat	 jump,	 Ht	 =	 jump	 height,	 GRFmax	 =	 maximum	 ground	 

reaction	 force,	 VI	 =	 vertical	 impulse,	 RFD	 =	 rate	 of	 force	 development,	 CBW	 =	 with	 ankle	 taping,	 CON	 =	 without	 

ankle	 taping,	 **	 denote	 a	 significant	 difference	 between	 CBW	 and	 CON	 at	 p	 <	 0.01.	 

	 

4.	 考	 	 	 察 

足関節テーピングが CMJ の跳躍高を低下させた一つの要因として、RFD の低下が考えられる。RFD は身体を

加速させる際の力発揮に関係する重要な指標で(4)、垂直跳びの跳躍高と RFD との間には非常に高い正の相関関

係も示されている(8)。本研究の結果とこれらの先行研究の結果を踏まえると、足関節テーピングによる CMJ の

跳躍高の低下は、離地直前の瞬発的な力発揮の低下によって引き起こされたことが示唆された。 
また足関節テーピングは他の関節の力発揮へも影響を及ぼしたかもしれない。垂直跳びのような多関節運動で

は、身体を構成する各関節の協調性が地面に対して大きな力発揮を可能にすることが知られており、関節の協調

性が重要であることが示唆されてきた(1)。垂直跳びでの下肢の力発揮は、足関節の貢献度が 20-35%を占め(7)、

それ以外の貢献度には膝関節や股関節が関与している。本研究では、足関節テーピングは垂直跳び時の足関節の

底屈方向への可動範囲および角速度を低下させた。これらの低下は膝関節や股関節の協調性に影響を与え、これ

らの関節回りの筋群の力発揮を低下させた可能性が考えられる。しかしながら、本研究では足関節の動作分析の

みを実施しているため、下肢関節間の協調性への影響については不明である。したがって、足関節テーピングに

よる底屈方向への動作制限が下肢関節間の協調性に及ぼす影響については、今後の課題として検討するべきであ

ると思われる。	 

	 

5.	 結	 	 	 語 

足関節テーピングは、特に反動を伴う垂直跳びにおける接地中の足関節の底屈動作を制限し、離地前の瞬間的

な力発揮を低下させ、跳躍高を低下させることが明らかとなった。 
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